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脱炭素化における
ふじみ衛生組合の取組み
～CO２分離回収実証実験について～
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;͡みӴੜ合 事務局

１ɽはじめに

2015年12月の気候変動組条約第21回క
約国会議（COP21）において「パリ協定」
が採され、脱炭素化に向けた取組みがੈ
界で加している。日本においても2020年
10月に「2050年カーボンニュートラル」એ
を行い、脱炭素化への動きが加し、廃ݴ
棄物分野における脱炭素化についても各種
の取組みが進められている。

日本のCO２排出量全体にめる廃棄物
部門の排出量の割合は2019年度において
2.8％であり、他部門とൺべて多くはない
が、CO２排出量削減は全部門にわたって取
り組み、その削減量の積み上げによって大
きな効果を目指すものであり、廃棄物部門
においてもCO２排出量削減に取り組むこ
とが重要である。

廃棄物部門においてカーボンニュートラ
ルを実現するためには、廃棄物のম٫に伴
い排出されるCO２を積極的に回収するこ
とが必要であると考えられるが、CO２の回
収は先進的な取組みであり、自治体単ಠで
取り組むことはඇৗに難しく、産学官の連
が重要である。そこで、;じみ衛生組合ܞ
では、今年度から、+'Eエンジニアリング

（株）と共同で、ম٫施設の排ガスからCO２

を回収する実証実験を実施することとした。
本ߘでは、;じみ衛生組合が、CO２排出

量削減に向け、+'E エンジニアリングと
共同で取り組んでいるCO２分回収実証
実験について紹介する。

２ɽ;じΈӴੜ߹の概要

;じみ衛生組合は、東京都の三ୋ市及び
調布市で組৫する一部事務組合である。

ҬͷऔΈ

図１　;͡みӴੜ合のҐஔ

;͡ΈӴੜ߹
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三ୋ市及び調布市は、東京都のほぼ中央
に位置し、東京都ிのある新॓からへ
15Lmほどのڑであり、都市の利ศ性と
や水などの自然環境が調した、ॅみや
すいॅ都市となっている。また、三ୋ市
には三ୋの森ジブリඒ術ؗがあり、調布市
にはラグビーワールドカップ2019日本大会
の開会式、開ນ戦が開催された東京スタジ
アムがあるなど、ۙ年྆市を๚れる人も増
えている。

市の面積は、三ୋ市が16.4Lm2、調布市
が21.6Lm2で、྆市合わせて38Lm2である。

また、人口は、三ୋ市19万
人、 調 布 市23万8,000人、
合計42万8,000人である。
ਤ１に示すとおり、;じ

み衛生組合は、収集効の
ྑい྆市の市境に位置して
いるが、人口ີ度の高い地
域であることから、ෑ地境
界から500̼ܘの範囲に
約１万人がॅんでおり、三
ୋ市役所ともྡしてい
る。視に๚れる方には
びっくりされることもある
が、「それだけ安全・安৺
な施設です」と紹介してい
る。

ෑ地内には、2013年４月
に稼働したクリーンプラβ
;じみ（ࣸਅ１）と1995年
１月に稼働したリサイクル
ηンターの２施設がある。
CO２分回収実証実験を
実施しているクリーンプラ
β;じみの֓要は、ද１に
示すとおりである。

３ɽ Ϋリʔϯϓラβ
;じΈのՔಇঢ়گ
ͱ$0２ഉग़ྔ

クリーンプラβ;じみの稼働実及び
CO２排出量はද ùに示すとおりである。

効的な運సを行うことにより、発電量
は増加傾向であり、ごみ̓たりの発電量
は500LWIをえている。また、ྡする
三ୋ中央防ࡂ公園・元気創造プラβへ温水

（量５G+�̷）を供給している。このよ
うに、クリーンプラβ;じみにおいては、
ম٫に伴って発生したエネルギーを有効
利用し、間的にCO２の排出量を削減して
いるが、一方で、廃棄物のম٫に伴い年間

写真１　Ϋリーンϓϥβ;͡み

表１　Ϋリーンϓϥβ;͡みの概要

所 在 地ɿ東京都調布市ਂ大ࣉ東町７ʵ50ʵ30
ෑ地面積ɿ約26,000ᶷ
建築面積ɿ約5,200ᶷ
Ԇべ面積ɿ約11,800ᶷ
ॲ理方式ɿ全連続೩ম式ストーカ
ॲ理能力ɿ288̓�日（144̓�日ʷ２）
発電設備ɿ9,700LW
事業方式ɿ%#O方式
事業期間ɿ （建設）2010年２月～2013年３月（３年２か月）

（運Ӧ）2013年４月～2033年３月（20年間）
約先等ɿ （建設）+'Eエンジニアリング株式会社ܖ

約金ֹ96億8,000万円（税別）ܖ
（運Ӧ）エコサービス;じみ株式会社

約金ֹ48億2,000万円（税別）ܖ　　　　　　　　　
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３万̓程度のCO２を排出している。このよ
うな状گから、脱炭素社会の実現に向けた
新たな取組みとして、CO２分回収実証実
験を実施することとした。

４ɽ$0２ճऩ࣮ূ࣮ݧの概要

4.1　CO２分離回収技術の概要

CO２分回収技術には、化学吸収、物理
吸収、ບ分などの方法があるが、今回の
実証実験では、ఱ然ガス
や石炭Ր力排ガス等から
多量のCO２ を分する
実がある化学吸収法を
採用することとした。化
学吸収法によるCO２ 分
回収フローはਤ ùに示
すとおりであり、アϛン
吸収ӷが温でCO２ を
多く吸収する一方で、高

温で放出する特性を活かした方法である。
排ガスは①の吸収ౝにԼから入って上ঢ

する。これに対向する形で上からアϛン吸
収ӷが加えられるので、排ガス中のCO２は
アϛン吸収ӷと৮し、CO２のみが選的
にアϛン吸収ӷに吸収・༹解され、CO２আ
後の排ガスは吸収ౝの上から排出されڈ
る。また、CO２が༹解したアϛン吸収ӷは
②の再生ౝ上部に導かれる。再生ౝԼ部に
はリボイラとݺばれるアϛン吸収ӷの加
が備えられており、このリボイラによりث

図 ２ 　Խֶٵ収๏による$0�のճ収
［出典：環境省)1、東ࣳΤωϧΪーγスςϜζ（ג）、「環境ྀ4$$ܕ実ূ事業
$0̎ճ収に͍ͭて」より

（IUUQ���XXX�FOW�HP�KQ�FBSUI�DDT�DDVT�LBJHJ���3@$$64@DBQUVSF�QEG）］

表 ２ 　Քಇ実ٴͼ$0�ഉ出量
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CO２が༹解したアϛン吸収ӷは110～120℃
程度に加され、༹け込んだCO２を放出す
る。再び気体となったCO２は再生ౝを上ঢ
して上部より排出され、CO２のみが回収さ
れるプロηスとなっている。なお、CO２を
放出したアϛン吸収ӷは交換ثでྫྷ٫さ
れ再度循環利用される。

このプロηスの特としては、CO２回収
が90％以上、回収CO２の純度は99.9％以
上が可能である点が挙げられる。ただし、
②の再生ౝでアϛン吸収ӷを加するため
のエネルギーが必要であり、これを減
することが՝となっている。

4.2　実証実験の概要

本実証実験はクリーンプラβ;じみから
排出されるCO２を分回収するものであ
り、実際に稼働している清工場の排ガス
に適用した事例は、国内ではࠤլ市、小田

原市に次いで３例目となる。
CO２分回収ࢼ験機は、クリーンプラβ

;じみの排ガスॲ理設備室に設置してい
る。

CO２分回収ࢼ験機に導入する排ガス
の採取位置はਤ úに示すとおりである。脱
反応ౝとԎಥを݁ͿԎ道に設けた分ذ
から排ガスを採取し、CO２分回収ࢼ験機
に導入している。また、ࢼ験機から排出さ
れるCO２আڈ後の排ガス及び分回収し
たCO２については再びԎ道にすフロー
としている。

また、本実証実験における目的は、次の
３点を予定している。

１点目は、廃棄物ॲ理施設においては、
ॲ理するごみの性状の変動に伴う排ガスྲྀ
量や性状の変化がආけられないが、それら
の変化に対応し、安定したCO２分回収を
実現する最適な化学吸収プロηスを構築す

図 ３ 　Ϋリーンϓϥβ;͡みに͓͚る$0�ճ収ݧࢼ
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ることである。
２点目は、必要なエネルギー量や廃棄

物ॲ理施設における排ガスの影響によるア
ϛン吸収ӷのण໋などҡ࣋理にֻかる要
素のѲである。

３点目は上記２点目と関連するが、CO２

分回収設備内における廃棄物由来ࢎ性ガ
スの挙動Ѳである。CO２分回収設備に
より排ガス中に含まれるඍ量のࢎ性ガスが
CO２分回収プロηスでআڈされ、排出さ
れるCO２আڈ後の排ガスとCO２いずれに
も含まれないとしたら、施設全体としてみ
れば、ै来以上の高度排ガスॲ理設備にな
る。これは地域環境を守る観点から有意義
であり、今回の実証実験の検証・確認項目
の一つになると考えている。

なお、スέジュールは、現在、ࢼ験設備
の設置がऴྃし、ேに立ち上げ、༦方に立
ちԼげる間ܽ運సにより分回収ࢼ験を
行っており、令３年度中には所定の性能
目標を達成できる見込みである。令４年
度には、連続運సに移行する予定であり、
Լ期にはࢼ験をऴえて設備を撤ڈする予
定である。

５ɽおわりに

CO２の分回収は、先進的な取組みであ

り、実証実験のա程で、技術、コスト、安
全性、法制度など、多くの՝が出てくる
ことが想定される。それらの՝について
は、「みえる化」を行うことで可能な限り
共有し、産学官が連ܞし解決していくこと
が望ましいと考えている。

また、今回の実証実験の範囲は、CO２の
分回収までであり、回収したCO２の有効
利用までは含まれていない。ӷ化炭ࢎガス
やドライアイスなどCO２の直利用は、国
内のCO２排出量の0.1％ऑにա͗ないこと
から、CO２分回収の成ޭのカギは、回収
後のCO２の有効利用技術にかかっている
とݴってもաݴではない。化学品、೩料、
ϛネラル化、農業利用など、幅広い用్の
可能性があるが、自治体としては、特定の
方法ではなく、その地域特性にଈした利活
用を実現するほうが地域発展の観点から
ましいと考える。

公共施設であるごみॲ理施設において、
脱炭素社会に向けた取組み、技術開発を行
うことは、社会に向けたメッηージにもܨ
がるものと考えており、今後も広く情報提
供を行っていきたい。




